
令和４年 12 月 26 日

多田川流域治水部会

令和４年７月出水で被害を受けた多田川流域において

「緊急治水対策プロジェクト」に着手します
～流域のあらゆる関係者が協働し、大崎耕土や市街地の流域治水を推進～

〇7月 15日から 16日の豪雨を受け、10月 5日に「多田川流域治水部会」を新

たに設置し、今般「緊急治水対策プロジェクト」を策定しました。

〇「多田川流域緊急治水対策プロジェクト」では、名蓋川の堤防嵩上げをはじ

めとした堤防強化等を緊急的に行うとともに、流域治水対策により浸水被害

の軽減を図ります。

＜概要＞

鳴瀬川水系（多田川流域） 緊急治水対策プロジェクト

事業期間 令和４年度～令和８年度

目 標 令和４年７月と同規模の洪水による浸水被害を軽減

※詳細については、以下の URL よりご覧ください。
https://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/J74201/homepage/project/index.html
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住 所：宮城県仙台市青葉区本町 3丁目 8番 1 号
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※多田川流域治水部会

本部会は、鳴瀬川等流域治水協議会の取組の一環として、気候変動の影響や社会状況の変化

などを踏まえ、流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で水害を軽減させる治水対策、「流域

治水」を推進するとともに、多田川流域における流域水害対策について検討することを目的として

います。

※鳴瀬川等流域治水協議会

令和元年東日本台風をはじめとした近年の激甚な水害や、気候変動による水害の激甚化・頻

発化に備え、鳴瀬川等流域並びに北上川下流等流域において、あらゆる関係者が協働して流域

全体で水害を軽減させる治水対策、「流域治水」を計画的に推進するため協議・情報共有を行うこ

とを目的として、流域の市町村長等で構成する流域治水協議会を令和２年９月１８日に設置してい

ます。

協議会においては、河川整備計画に基づく河川整備やダム建設、大規模氾濫減災協議会の取

組方針に基づく避難や水防等の取組を十分に共有するとともに、被害の防止、軽減に資する流域

における対策を関係者と丁寧な議論を重ね、地域ニーズ、課題を踏まえ、流域住民と一体となっ

て協議を進める事としています。

多田川流域治水部会 構成員

大崎市長

加美町長

宮城県 農政部長

宮城県 水産林政部長

宮城県 土木部長

宮城県 北部地方振興事務所長

宮城県 北部土木事務所長

国立研究開発法人森林研究・整備機構森林整備センター 東北北海道整備局長

農林水産省 東北農政局 北上土地改良調査管理事務所長

林野庁 東北森林管理局 宮城北部森林管理署長

気象庁 仙台管区気象台 気象防災部長

国土交通省 国土地理院 東北地方測量部長

国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所長

（事務局）

国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所 調査課

宮城県 土木部 河川課



■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
○河川区域での対策
・名蓋川の災害復旧（堤防嵩上・堤防強化）及び多田川の堤
防嵩上、渋川の堤防強化 【県】

・多田川・渋井川・渋川等の災害復旧【県】
・渋井川の水門・排水機場整備【県】
・多田川・名蓋川・渋川等の河道掘削、樹木伐採【国・県】

○集水域での対策
・市街地の浸水対策の検討・実施【国、県、大崎市】
・名蓋川上流の流域治水対策（河川の局部改良、家屋浸水
被害対策、流出抑制対策）の検討・実施【県・加美町】

・流域全体における水田貯留の推進【県・大崎市・加美町】

出典：地理院地図に被害情報等を追記して掲載

（左岸）1.4k

（右岸）0.7k

【ロードマップ】
■被害対象を減少させるための対策
○氾濫域での対策
・ 居住誘導区域内における浸水被害軽減の宅地嵩上げ支
援 【大崎市】

・立地適正化計画（防災指針）の作成による水害リスクの低
減や既成市街地の防災力向上【大崎市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
○氾濫域での対策
・簡易型監視カメラ・危機管理型水位計の設置 【国・県】

・要配慮者利用施設の避難確保計画の促進【大崎市・加美町】

鳴瀬川水系（多田川流域） 緊急治水対策プロジェクト
～流域のあらゆる関係者が協働し、大崎耕土や市街地の流域治水対策を推進～

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

名蓋川の災害復旧（堤防嵩上・堤防強化）及び
多田川の堤防嵩上、渋川の堤防強化【県】

多田川・渋井川・渋川等の災害復旧【県】

渋井川の水門・排水機場整備【県】

多田川・名蓋川・渋川等の河道掘削、樹木伐採【国・県】

市街地の浸水対策の検討・実施【国・県・大崎市】

名蓋川上流の流域治水対策の検討・実施【県・加美町】

流域全体における水田貯留の推進【県・大崎市・加美町】

被害対象を減少させるための対策

居住誘導区域内における浸水被害軽減の宅地嵩上
げ支援【大崎市】

立地適正化計画（防災指針）の作成による水害リス
クの低減や期成市街地の防災力向上【大崎市】

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 簡易型監視カメラ・危機管理型水位計の設置【国・県】
要配慮者施設の避難確保計画の促進【大崎市・加美町】

流域治水関連法を活用した実効性の確保 特定都市河川制度を活用した取組

緊急治水対策（Ｒ８まで）

特定都市河川制度を活用した取組

○多田川流域を含む鳴瀬川流域では、国・宮城県・市町村等が連携し、「流域治水プロジェクト」を進めているところであるが、令和４年７月１５日からの大
雨により、名蓋川の決壊をはじめ、大江川の浸水被害等が発生したことから、「多田川流域緊急治水対策プロジェクト」を策定し、以下の対策を実施する。

・県では、名蓋川の堤防嵩上・堤防強化及び多田川の堤防嵩上等の対策を早期に実施し、同規模の洪水に対して家屋浸水被害を防止する。
・国・県・大崎市では、市街地の浸水対策を検討・実施し、県・加美町では、名蓋川上流で流域治水対策の検討・実施し、浸水被害の軽減を図る。

○ 「流域治水」の深化に向けて、特定都市河川制度（特定都市河川の指定）を活用した取組を推進していく。

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

随時実施

■事業期間 令和4年度～令和8年度
■目 標 令和4年7月と同規模の洪水による浸

水被害を軽減。
※事業費は、名蓋川の災害復旧事業の採択後に追加を予定しています。

国・県・市町の事業内容は、現時点で確定している事業箇所のみ記載
しているため、今後の調査・検討等により変更となる場合があります。

※具体的な対策内容やスケジュールについては、
今後の調査・検討等により変更となる場合があります。

令和７年完了

令和６年完了

【対策箇所】

加美町

大崎市

市街地の浸水対策の
検討・実施【国・県・市】

多田川・名蓋川・渋川等の
河道掘削・樹木伐採【国・県】

名蓋川災害復旧
（堤防嵩上・堤防強化）【県】 多田川堤防嵩上【県】

堤防決壊箇所

渋川堤防強化【県】

渋井川の水門・排水
機場整備【県】

※災害復旧箇所は、代表箇所を示している。

災害復旧【県】

流域全体における水田貯留の推進【県・市・町】

流域治水対策の
検討・実施【県・町】

出典：国土地理院地図に被害情報等を追記して掲載

【位置図】

災害復旧【県】

災害復旧【県】

令和4年度～令和8年度


